





































2. 1 LD 及びその周辺群の概念
































筆者は LD と ADHD，さらに中枢性運動協調障害の関
係は，図 1のような関係にあると理解している。
さて，LD 並びに LD 周辺群と思われる子どもたちは，現在どのくらいの割合で存在するの
であろうか。この質問に答えることは，大変に難しい。なぜなら，先にも述べたように，日本
における LD の定義が確定したのが 1999年であり，ADHD についても，今日なお医療の分
野において実際に診断が確立しているとは言い難い状況があるからである。それでも，現在の
報告の中では LD 児が，アメリカにおいては子ども全体の 4～5％，日本においても 2～3％













2. 2 LD 児の特定能力の落ち込みに対する神経心理学的理解
さて次に，LD 児の特定能力の落ち込みを神経心理学的に分析してみたいと思う。発達上大
きなアンバランスを示す子どもの特徴を「動作性優位」と「言語性優位」に分けて説明する。
2. 2. 1 動作性優位の子ども
言語を用いて課題解決するよりも，操作や行動を通して課題解決をする方が得意な子どもを
図 1


























































2. 3 LD 周辺乳幼児の行動特徴に対する神経心理学的理解

















































































































































































III 言語性優位の LD で ADHD を併せもつ幼児の事例
次に，LD と ADHD を併せもつ幼児の事例を紹介したい。これまで述べてきた症状がどの
ように現れるのかを具体的に示し，その事例について，子ども理解の視点と保育実践の課題を
整理することで，本研究のテーマに迫りたいと思う。





















姿勢・運動領域 発達年齢＝3 : 6 発達指数＝76
認知・適応領域 発達年齢＝3 : 6 発達指数＝76
言語・社会領域 発達年齢＝4 : 10 発達指数＝104
（＋）の上限「5数復唱」（6 : 0～7 : 0）
（－）の下限「十字模写例後」（2 : 6～3 : 0）
領域間のアンバランスが目立つ。観察や種々の補足検査と合わせて，次のような検査所見を
得た。
3. 2. 2 検査所見






























































































































































4. 2. 3 遊びを豊かにする中で，対人関係と情緒の働きを育てる
LD 及びその周辺群の子どもたちに対する指導上のポイントの 3つ目は，遊びを豊かにする
中で，対人関係と情緒の働きを育てるということである。
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